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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月2日(2011.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗客輸送手段の客室であって、
　少なくとも１本の長手方向の通路（４）と、
　乗客を収容することを目的としていて複数の座席列（１０）にして配置され、それぞれ
１本の長手方向の通路（４）からアクセスできる複数の座席（８）と、を具備し、
　少なくとも２つの座席（８）からなる少なくとも１つの座席列（１０）が長手方向の通
路（４）に対して傾けて配置されていて、
　その座席列（１０）の座席（８）は、隣り合わせでその座席列（１０）に垂直に、かつ
前記通路（４）に向けて配置されているため、その座席列（１０）へのアクセスが可能で
ある、
　ことを特徴とする客室。
【請求項２】
　１つの座席列（１０）の少なくとも２つの座席がオフセットなく隣り合って配設されて
いる、ことを特徴とする請求項１に記載の座席。
【請求項３】
　１つの座席列（１０）のうちで、その座席列（１０）のすべての座席（８）が向いてい
る通路（４）の側の端に配置された座席（８）の隣の座席（８）に座っている乗客が、そ
の座席列（１０）の通路（４）側の端に配置されたその座席に座っている乗客に迷惑をか
けることなく自分の座席を離れられるように座席列（１０）の傾きが決められている、こ
とを特徴とする請求項１に記載の客室。
【請求項４】
　２つの座席列（１０）が、Ｖ字を形成するように並べて配置されている、ことを特徴と
する請求項１～３のいずれか一項に記載の客室。
【請求項５】
　２つの座席列（１０）が、長手方向にずらして隣り合わせに配置されている、ことを特
徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の客室。
【請求項６】
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　２つの座席列（１０）によって形成されるＶ字の先端に１つの座席（１８）が設けられ
ている、ことを特徴とする請求項４に記載の客室。
【請求項７】
　座った状態の少なくとも３人の乗客をそれぞれの座席列（１０）に収容できる、ことを
特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の客室。
【請求項８】
　少なくとも１つの座席列に関し、その座席列で通路側の端にある座席が、その座席列の
他の座席の方に傾いている、ことを特徴とする請求項７に記載の客室。
【請求項９】
　少なくとも１つの座席列（１０）を上下に重なった２つの寝台に変換でき、
　　　 その座席列の各座席（８）は、座部（１２）と背もたれ（１４）を備えていて、
　　　 その背もたれ（１４）は軸回転可能であり、寝台に変換された座部（１２）の上
方でほぼ水平な平面を形成する、ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の
客室。
【請求項１０】
　少なくとも１つの座席列（１０）をモジュール化することができて、２人または３人の
乗客を座った状態で収容できる、ことを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の
客室。
【請求項１１】
　２つの側壁（２）と長手方向の１本の通路（４）を備えていて、
　　　 傾いた複数の座席列（１０）が、それぞれの側壁（２）と前記通路（４）の間に
互いに平行に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の客室。
【請求項１２】
　２つの側壁（２）と長手方向の２本の通路（４）を備えていて、
　　　 傾いた複数の座席列（１０）が、それぞれの側壁（２）と長手方向の１本の通路
（４）の間に互いに平行に配置されるとともに、
　　　 傾いた複数の座席列（１０）が、前記長手方向の２本の通路（４）の間に互いに
平行に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の客室。
【請求項１３】
　２つの側壁（２）と長手方向の２本の通路（４）を備えていて、
　　　 傾いた複数の座席列（１０）が、長手方向の１本の通路（４）とそれぞれの側壁
（２）の間に互いに平行に配置されるとともに、
　　　 傾いた複数の座席列（１０）が、前記長手方向の２本の通路（４）の間にＶ字形
に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の客室。
【請求項１４】
　それぞれの座席列（１０）を上下に重なった２つの寝台に変換でき、
　１つの側壁（２）に沿ったそれぞれの座席列（１０）とそれに対応する側壁（２）の間
のほぼ三角形のスペース（２０）が寝台の補助部を形成するのに用いられる、
　ことを特徴とする請求項１１～１３のいずれか１項に記載の客室。
【請求項１５】
　２つの座席列（１０）によって形成されるＶ字のそれぞれの先端に収容スペースが設け
られている、ことを特徴とする請求項１３に記載の客室。
【請求項１６】
　すべての座席（８）が前記交通手段の前方を向いている、ことを特徴とする請求項１～
１５のいずれか１項に記載の客室。
【請求項１７】
　少なくとも１つの座席列において、座席の座面が、前縁に対して、約１８０度回転して
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下方の寝台を形成するように、回転可能な軸回転する部分を有する、ことを特徴とする請
求項１に記載の客室。
【請求項１８】
　少なくとも１つの座席列の座席の座面が、背もたれと一体化下部分と軸回転する部分と
の２つの部分から成る、ことを特徴とする請求項９に記載の客室。
【請求項１９】
　乗客輸送手段の客室であって、
　少なくとも１本の長手方向の通路（４）と、
　乗客を収容することを目的としていて複数の座席列（１０）にして配置され、それぞれ
１本の長手方向の通路（４）からアクセスできる複数の座席（８）と、
　を具備し、
　少なくとも２つの座席（８）からなる少なくとも１つの座席列（１０）が長手方向の通
路（４）に対して傾けて配置されていて、
　その座席列（１０）の座席（８）は、隣り合わせでその座席列（１０）に垂直に、かつ
前記通路（４）に向けて配置されているため、その座席列（１０）へのアクセスが可能で
あり、
　１つの座席列（１０）のうちで、その座席列（１０）のすべての座席（８）が向いてい
る通路（４）の側の端に配置された座席（８）の隣の座席（８）に座っている乗客が、そ
の座席列（１０）の通路（４）側の端に配置されたその座席に座っている乗客に迷惑をか
けることなく自分の座席を離れられるように座席列（１０）の傾きが決められている、
　座った状態の少なくとも３人の乗客をそれぞれの座席列（１０）に収容できる、
ことを特徴とする客室。
【請求項２０】
　２つの座席列（１０）が、Ｖ字を形成するように並べて配置されている、ことを特徴と
する請求項１９に記載の客室。
【請求項２１】
　２つの座席列（１０）によって形成されるＶ字の先端に１つの座席（１８）が設けられ
ている、ことを特徴とする請求項１９に記載の客室。
【請求項２２】
　少なくとも１つの座席列に関し、その座席列で通路側の端にある座席が、その座席列の
他の座席の方に傾いている、ことを特徴とする請求項１９に記載の客室。
【請求項２３】
　少なくとも１つの座席列（１０）を上下に重なった２つの寝台に変換でき、
　　　 その座席列の各座席（８）は、座部（１２）と背もたれ（１４）を備えていて、
　　　 その背もたれ（１４）は軸回転可能であり、寝台に変換された座部（１２）の上
方でほぼ水平な平面を形成する、ことを特徴とする請求項１９に記載の客室。
【請求項２４】
　請求項１～２３のいずれか１項に記載の客室を備える、ことを特徴とする航空機。
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